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	組込みシステムの評価・検証に対し、コンポーネント論理バスアーキテクチャの概念を用いた効率的な協調検証環境を構築し実システムの設計においてその有効性を示すとともに、システムアーキテクトを育成するためのカリキュラムを提案して教育効果を示したもので、情報工学に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士（工学）の学位論文に値すると認める。

